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ター（地・春日）500 円　オ
ンラインは Peatix から要予約　
主催　具志堅隆松さんのお話
を聴く会　TEL 090(4703)8169

8 月 15 日（金）

●戦後 80 年　運動の経験と
市民の力　13 時半　講師　平
野靖織ほか　東京・日本教育
会 館（ 地・神 保 町 ）1000 円　
大学生 500 円　高校生以下無
料　主催　市民文化フォーラ
ム　TEL 045(317)3325

8 月 16 日（土）

日本軍「慰安婦」メモリア
ル・デー　18 時半　映画『終
わらない戦争』上映　お話　
梁澄子　東京・文京区民セン
ター（地・春日）1000 円　学
生 無 料　15 日 23 時 まで に
Peatix から要予約　主催　日
本軍「慰安婦」問題解決全国
行動　TEL 080(7817)1236

西日本

8 月 5 日（火）

●重慶爆撃からガザ・ジェノ
サイドまで　ヒロシマは何を
なすべきか　17時　お話　大
月純子ほか　広島市まちづく
り市民交流プラザ（広島電鉄・
袋町）1000 円　6日6 時 45 分
ひろしまゲートパーク内ピー
スプロムナード集合（広島電
鉄・原爆ドーム前）　主催　ヒ
ロシマ平和へのつどい実行委　
TEL090(4740)4608
●原水爆禁止世界大会広島大
会　9時半分科会　14時フィー
ルドワーク等　6日9時国際シ

8/5→8/16
8 月 10 日（日）

平和の灯りを ! ヤスクニの
闇へ　13 時半　お話　高橋哲
哉ほか　キャンドルデモあり　
東京・全水道会館（水道橋）
1000 円　主催　同実行委　
peacecandle2006@gmail.com

8 月 13 日（水）

『インターセクショナリティ
で語る植民地支配と侵略戦争』
出版記念ブックトーク　19 時　
講師　小野寺拓也　場所・主
催共　東京・ふぇみ・ゼミ（赤
羽）1980 円　各種割引あり 
Peatix から要予約　＊第 2・3
回に続く　 femizemi2017@
gmail.com
●「日本の夏」を語り継ぐ　朗
読劇「月光の夏」　14 日も　13
日 14 時・19 時　14 日 13 時　
東京・北沢タウンホール（京
王・下北沢）3000 円　25 歳以
下 1000 円　問合せ　劇団東
演　TEL 03(3419)2871　

8 月 14 日（木）

●日本軍「慰安婦」メモリアル・
デ ー　 追 悼のつどい　11 時　
午後映像上映　場所・主催共　
wam 女たちの戦争と平和資料
館（地・早稲田）無料　要予
約　TEL 03(3202)4633　

「新たな戦前」に抗するた
めに　18 時半　お話　 具志
堅隆松　東京・文京区民セン

7/12_sat

●ふぇみん関東ネット主催
学習会を開催

7/14_mon

●神奈川県知事あて「日
米地位協定の抜本改定の
実現を目指す」要請団体
に

7/19_sat

●総がかり行動実行委ほ
かによる国会議員会館前

「19 日行動」に参加

7/23_wed

●経産大臣あて脱原発要
請書を提出

7/11→7/23

第３４２６号 ２０２５年８月５日（火曜日）

集会等が中止になる場合がありま
す。主催者に必ずご確認ください。

：オンライン／一部オンライン

ンポジウム　10時半まとめ集
会　広島県民文化センター（広
島電鉄・本通）　主催　同大会
実行委　TEL03(5289)8224

8 月 7 日（木）

●原水爆禁止世界大会長崎大
会　15 時開会行事　長崎ブ
リックホール　8 日 9 時半分科
会　14 時フィールドワーク等　
9 日 9 時 閉 会 総 会　10 時 15
分平和行進　長崎県立総合体
育館（路面電車・大橋）　主催　
同 大 会 実 行 委　 TEL 03(5289)
8224

長生炭鉱討論フェス　13
時　お話　安田浩一　青木理　
山口・新川ふれあいセンター

（宇部新川）1000 円　オンラ
イン 900 円　連絡先ウェブよ
り要予約　6 日 9 時半・8 日 8
時より第 5 次潜水調査　山口・
坑口ひろば（床波）集合　連
絡　長生炭鉱の水非常を歴史
に刻む会　TEL 090(4803)5319

8 月 9 日（土）

●地べたからのフェミニズム読
書会　16 時 15 分　『女の子の
ための西洋哲学入門』第一部
を読んで話し合い　兵庫・み
んなのためのクイアフェミニス
トカフェ The Velvet House（阪
急・川西能勢口）　1 ドリンク
制　要予約　主催　同読書会　

mtosimitu@hotmail.com　

東日本

8 月 9 日（土）

●演劇「ほうせん花Ⅳ　記憶
と継承」　11 時・15 時　東京・
日暮里サニーホール（日暮里）
3500 円　前売り・各種割引あ
り　Peatix から要予約　連絡　
高麗博物館　TEL 03(5272)3510
●「悲劇の声を聴き続けて」関
東大震災の追悼を続ける「ほ
うせんか」の取り組みから　13
時半　お話　慎民子　千葉・
市川教育会館（本八幡）800
円　主催　戦争はいやだ ! 市
民の会　TEL 090(6948)8998
● Together with Peter Tow
nsend for Peace　映画・朗読

『ナガサキの郵便配達』　13
時半　朗読　阿川佐和子ほか　
東京・日比谷図書文化館（地・
霞ケ関）2000 円　高校生以
下 500 円　主催　同制作プロ
ジェクト　TEL 03(6264)8889
●神田香織・伊織　戦争講談
師 弟 会　13 時　 東 京・日 本
橋社会教育会館（地・人形町）
3000 円　100 歳が語るシベリ
ア抑留体験記　16 時 5 分　お
話　 西 倉 勝ほか　 無 料　 連
絡　 共 生 進 化ネット事 務 局　
TEL 090(8675)9349

『
性
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副
題
は
「
台
湾
と
韓
国
に
お
け

る
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
運
動
と
政

治
」。
日
本
の
植
民
地
支
配
か
ら
の

解
放
後
、
冷
戦
体
制
に
組
み
込
ま
れ
、

軍
隊
と
男
子
徴
兵
制
を
持
っ
た
台
韓

の
性
を
め
ぐ
る
政
治
を
軍
事
主
義
の

観
点
か
ら
検
討
す
る
第
1
部
。
民
主

化
の
進
展
し
た
1
9
9
0
年
代
以
降

に
展
開
し
た
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

社
会
運
動
、
特
に
プ
ラ
イ
ド
パ
レ
ー

ド
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
第
2
部
。

2
0
0
0
年
代
以
降
の
運
動
と
バ
ッ

ク
ラ
ッ
シ
ュ
に
つ
い
て
考
察
す
る
第

3
部
で
構
成
さ
れ
る
。
補
論
で
は
、

国
家
と
し
て
の
優
位
性
を
国
際
社
会

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
「
ホ
モ
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
」
の
台
頭
に
つ
い
て
も
検
討
。

本
書
は
東
ア
ジ
ア
の
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
歴
史
を
振
り
返
る
研
究
書
だ

が
、
そ
の
底
流
に
は
苛
烈
な
バ
ッ
ク

ラ
ッ
シ
ュ
と
対
峙
し
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
解
放
を
求
め
る
熱
意
に
満
ち

て
い
る
。
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＋
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ド
キ
ュ
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タ
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画

『
豹
変
と
沈
黙
　
日
記
で
た
ど

る
沖
縄
戦
へ
の
道
』

　
本
作
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争

時
の
日
本
人
兵
士
4
人
の
「
戦
中
日

記
」
に
着
目
し
、
中
国
を
は
じ
め
と

す
る
ア
ジ
ア
の
戦
場
で
何
が
あ
っ
た

の
か
を
読
み
解
い
て
い
る
。
戦
場
で

書
か
れ
た
日
記
に
は
何
が
書
い
て
あ

り
、
何
か
書
か
れ
な
か
っ
た
の
か
―
。

原
義
和
監
督
が
、
元
兵
士
の
家
族
た

ち
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
な
が
ら
、
戦

場
で
の
体
験
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て

い
く
。

　
兵
士
が
戦
争
に
よ
っ
て
ど
う
〝
豹

変
〟
し
、
戦
後
、
多
く
が
な
ぜ
口
を

閉
ざ
し
た
の
か
、
ア
ジ
ア
で
の
戦
争

が
ど
の
よ
う
に
沖
縄
戦
に
引
き
継
が

れ
て
い
っ
た
の
か
に
て
い
ね
い
に
踏

み
込
ん
で
い
る
。
日
記
に
綴つ

づ

ら
れ
た

言
葉
を
耳
と
目
（
朗
読
と
書
）
で
感

じ
る
と
、
よ
り
リ
ア
ル
に
伝
わ
っ
て

く
る
。
残
酷
極
ま
り
な
い
「
加
害
」、

「
慰
安
所
」
の
存
在
な
ど
に
、
何
度

も
衝
撃
を
受
け
た
。

　
歴
史
を
捻
じ
曲
げ
る
動
き
が
加
速

す
る
今
、
痛
み
を
伴
う
が
、
見
る
べ

き
映
画
、
貴
重
な
戦
争
資
料
を
扱
っ

た
残
す
べ
き
映
画
だ
。
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